水産普及だより　　第１９－５号　　　2007.11.5

[image: image4.jpg]


大型定置にワラサ大漁！
今年度も11月１日に、梶賀大敷においてワラサ（ブリの若魚：６㎏以下、大きさは概ね50～60cm程度）の大漁入網がありましたので、報告いたします。
梶賀大敷では、数日前から数百本単位のワラサの水揚げがあり、この日は約３０００本の水揚げとなりました。
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水揚げ風景
　漁獲されたワラサは、船で尾鷲市場に水揚げされます。
　今回は、数が多いので野〆されての水揚げです。
　ワラサの大漁に、漁師さんの顔にも笑顔がこぼれます。
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計量中のワラサ
　ワラサは、１０本単位で計量されました。
　10本あたり35～38㎏でしたので、１本約3.5㎏のワラサです。
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水揚げされたワラサ
　１ｔのコンテナに120本ずつ入れられましたので、これで1,800匹。これでもまだ計量の途中です。
今回はワラサの入網でしたが、ここ東紀州地域では、年明け頃からブリの入網が見られるようになり、ブリ定置（ブリを漁獲対象とした大型定置網の俗称）の本格シーズンとなります。
　今回のワラサの入網同様、ブリも大漁となることを我々普及指導員も期待しています！
